
船舶事故等調査報告書 

                                    平成２３年１月２７日 

                             運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故等番号 ２０１０横第１７３号 

事故等種類 衝突（桟橋） 

発生日時 平成２２年７月１５日 ０８時２６分ごろ 

発生場所 京浜港横浜区 神奈川県横浜市企業専用桟橋付近 

（概位 北緯３５°２４.４２′ 東経１３９°３９.９６′） 

事故等調査の経過  平成２２年９月２日、本事故の調査を担当する主管調査官（横浜事務

所）を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報  

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

油タンカー 北扇
ほくせん

丸、２,９８６トン 

 １２７１０９、昭和油槽船株式会社 

 乗組員等に関する情報 船長、三級海技士（航海） 

機関長、三級海技士（機関） 

 死傷者等 なし 

 損傷 主発電機燃料流量計歯車摩耗、右舷船尾擦過（塗料剥離）、桟橋角部擦過 

 事故等の経過 本船は、船長及び機関長ほか１０人が乗り組み、空倉で、企業専用桟橋

（以下「本件桟橋」という。）に接近中、本件桟橋まで約１００ｍとなっ

たとき、主発電機が停止してブラックアウトし、操船不能となった。 

本船は、船首が本件桟橋まで約７０ｍに近づいたとき、左舷錨を投下し

て本件桟橋への衝突を避けようとしたが、平成２２年７月１５日０８時２

６分ごろ、右舷船尾が本件桟橋先端の角に衝突した。 

本船は、０８時３５分ごろ、燃料流量計をバイパスして主発電機原動機

を再始動し、電源を復旧したのち、そのまま中ノ瀬錨地にえい
・ ・

航されて仮

泊した。 

主発電機原動機は、燃料流量計のオーバル歯車の歯面が異常摩耗し、歯

車同士が乗り上がって固着したことが確認された。 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 南南西、風力 ５  

海象：波高 約０.５ｍ 

 その他の事項 発電機は、ディーゼル原動機による主発電機（３２０kＷ）の外に、主機

が駆動する軸発電機（３５２kＷ）及びスラスター用発電機（２３０kＷ）

が装備されており、いずれも船内電力系統への給電が可能であった。 

軸発電機は、出入港スタンバイ中は回転数が低過ぎて、船内電力系統へ

の給電ができなかった。 

スラスター用発電機は、着桟のため運転されていたが、ブラックアウト

によって制御不能となった。 

主発電機原動機の燃料流量計は、７年前に取り替えられたものであった

が、定期的な開放点検が行われていなかった。 

分析 乗組員等の関与 なし 

船体・機関等の関与 あり 

気象・海象の関与 あり 

判明した事項の解析  本船は、京浜港横浜区において、風力５の南南

 



 

西風が吹く状況下、着岸のため極微速で本件桟橋

に接近中、主発電機原動機が停止して操船不能と

なり、本件桟橋に衝突したものと考えられる。 

主発電機原動機は、燃料流量計のオーバル歯車

が、歯面の摩耗で乗り上がって固着したため、燃

料供給が止まって停止したものと考えられる。 

原因  本事故は、本船が、京浜港横浜区において、風力５の南南西風が吹く状

況下、本件桟橋に接近中、発電機原動機が停止してブラックアウトしたた

め、操船不能となり、右舷船尾の外板が、本件桟橋に衝突したことにより

発生したものと考えられる。 

 

 




